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わ
が
国
会
社
法
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

藤　
　

田　
　

祥　
　

子

一　

は
じ
め
に

　

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（Benefit Corporation

）
は
、
利
益
に
加
え
て
社
会
的
な
責
任
あ
る
目
的
を
追
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
法
人
形
態
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
最
初
に
法
制
化
さ
れ
た
。
現
在
、
ア
メ
リ
カ
（
三
五
州
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
プ
エ

ル
ト
リ
コ
）、
イ
タ
リ
ア（

（
（

、
エ
ク
ア
ド
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
（
カ
ナ
ダ
）（

（
（

で
法
制
化
さ
れ
て
い
る
。

一　

は
じ
め
に

二　

新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
に
お
け
る
検
討
の
意
図

三　

Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

四　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
導
入
に
関
す
る
議
論

五　

現
行
会
社
法
に
お
け
る
検
討

六　

わ
が
国
会
社
法
へ
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入
の
可
否

七　

お
わ
り
に
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岸
田
首
相
が
提
唱
す
る
「
新
し
い
資
本
主
義
」
に
お
い
て
民
間
で
公
的
役
割
を
担
う
新
た
な
法
人
形
態
を
創
設
す
る
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
人
形
態
に
つ
い
て
参
考
と
さ
れ
て
い
る
の
が
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
わ
が
国
会
社
法
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
法
人
形
態
の
導
入
の
可
否
を
検
討
す
る
。
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
ま
ず
、
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
で
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
意
図
に
つ
い
て
確

認
す
る
。
次
に
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（B Corporation

T
M

）
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
Ｂ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
で
も
出
席
委
員
よ
り
日
本
版
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
検

討
が
主
張
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
法
人
形
態
は
、
後
述
す
るB Lab

T
M

が
自
治
体

で
導
入
し
て
も
ら
う
た
め
の
ロ
ビ
ー
活
動
を
し
た
こ
と
に
よ
り
法
制
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
両
者
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
法
制
化
に
つ
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
議
論

を
参
考
と
す
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
同
様
に
イ
ギ
リ
ス
法
系
で
あ
る
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
が
州
会
社
法

に
お
い
て
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
法
制
化
し
た
二
〇
二
〇
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
法
制
化
を
断
念
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
わ
が
国
の
現
行
会
社
法
に
お
い
て
解
釈
上
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
同
様
の
仕
組
み
を
達
成
で
き
る
か

を
考
察
す
る
。
最
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
議
論
を
基
に
わ
が
国
会
社
法
へ
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度

の
導
入
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

二　

新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
に
お
け
る
検
討
の
意
図

　

令
和
三
年
一
〇
月
一
五
日
、「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
と
「
コ
ロ
ナ
後
の
新
し
い
社
会
の
開
拓
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
新
し

い
資
本
主
義
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
内
閣
に
、
新
し
い
資
本
主
義
実
現
本
部
を
設
置
す
る
と
い
う
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
た
。
新
し
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い
資
本
主
義
実
現
会
議
に
よ
る
二
〇
二
一
年
一
一
月
八
日
の
「
緊
急
提
言
～
未
来
を
切
り
拓
く
「
新
し
い
資
本
主
義
」
と
そ
の
起
動

に
向
け
て
～
」（
以
下
、「
緊
急
提
言
」
と
い
う
）（

（
（

で
は
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
関
連
し
そ
う
な
も
の
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
緊
急
提
言
「
2　

我
が
国
企
業
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
復
活
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
担
い
手
で
あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
徹
底
支
援
」
で
あ
る
。
会
議
の
中
で
最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
四
月
一
二
日
第
五
回
会
議（

（
（

の
議
事
で
は
、（
1
）
コ
ロ
ナ
後
に
向
け
た
経
済
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
①
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
翁
百
合
委
員
か
ら
「
社
会
的
課
題
解
決
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
志

向
の
革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
持
つ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
認
証
す
る
仕
組
み
、
い
わ
ゆ
る
日
本
版
Ｂ
コ
ー
プ
な
ど

の
検
討
も
重
要
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
次
に
、
米
良
は
る
か
委
員
か
ら
「
社
会
課
題
先
進
国
の
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
（
社

会
課
題
に
向
き
あ
う
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
：
筆
者
注
）
を
具
体
的
に
支
援
す
る
策
、
例
え
ば
、
日
本
版
Ｂ
コ
ー
プ
や
官
民
フ
ァ
ン
ド
、
イ

ン
パ
ク
ト
投
資
と
い
っ
た
こ
と
を
御
提
示
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
両
者
と
も
、「
日
本
版
」
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
四
月
二
八
日
第
六
回
会
議（

（
（

の
議
事
に
（
2
）
民
間

に
よ
る
公
的
役
割
（
新
た
な
法
人
形
態
又
は
既
存
の
法
人
形
態
の
改
革
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
、
社
会
的
起
業
家
、

…
）
と
い
う
形
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
六
人
の
委
員
（
富
山
和
彦
委
員
、
平
野
未
来
委
員
、
松
尾
豊
委
員
、
村
上
由
美
子
委
員
、
米
良
は

る
か
委
員
、
柳
川
範
之
委
員
）
が
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
検
討
に
つ
き
言
及
し
、
い
ず
れ
も
肯
定
的
な
意
見

で
あ
っ
た
。
な
お
、
翁
百
合
委
員
は
、
社
会
的
起
業
家
の
広
が
り
に
向
け
た
法
人
形
態
の
検
討
は
重
要
と
し
つ
つ
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
他
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
た
の
で
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
限
定
し
た
意
見
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

　

第
六
回
会
議
の
基
礎
資
料（

（
（

の
一
六
頁
か
ら
二
一
頁
に
民
間
に
よ
る
公
的
役
割
（
新
た
な
法
人
形
態
の
検
討
）
に
つ
い
て
の
資
料
が
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あ
る
。
そ
の
う
ち
一
六
頁
か
ら
二
〇
頁
ま
で
が
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
資
料

の
特
徴
と
し
て
は
、
制
度
の
概
要
の
他
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
あ
る
州
に
つ
い
て
設
立

割
合
や
、
州
別
の
数
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
国
内
全
体
的
な
も
の
に
続
い
て
一
八
頁
か
ら
二
〇
頁
ま
で
全
て
が
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
情
報

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
一
つ
の
論
文（

（
（

を
出
所

と
し
て
資
料
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
情
報
の
内
容
と
し
て
は
、
投
資
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
会
社
法
の
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
会
社
法
も
参
照
さ
れ
る
が
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
は
、
上
場
企
業

の
多
数
が
本
籍
を
置
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
中
小
企
業
支
援
を
考
え
る
と
き
に
参
照
さ
れ
る
州
会
社
法
で
あ
る

か
は
疑
問
で
あ
る
。

　

新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
に
よ
る
二
〇
二
二
年
六
月
七
日
の
「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
～

人
・
技
術
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
の
実
現
～
」（

（
（

で
は
、「
Ⅳ
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
に
お

い
て
、
金
銭
的
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
に
加
え
社
会
面
・
環
境
面
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え
る
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
型
企
業
社
会

を
推
進
す
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
1　

民
間
で
公
的
役
割
を
担
う
新
た
な
法
人
形
態
・
既
存
の
法
人
形
態
の
改
革
の
検
討
」
に
お

い
て
、
従
来
の
株
式
会
社
や
非
営
利
組
織
で
は
資
金
調
達
の
柔
軟
性
が
低
い
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
を
あ
げ
て
、
新
た
な
官
民
連
携
の
形
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
法
制
度
の
必
要
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
す
る
。
主
に
投
資
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
第
六
回
会
議
の
基
礎
資
料
と
同
じ
も
の
（
一
八
、
一
九
頁
を
除
く
）
が
基
礎
資

料
に
あ
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
3　

寄
付
文
化
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
フ
ィ
ー
の
促
進
な
ど
社
会
的
起
業
家
へ
の
支
援

強
化
」
に
お
い
て
も
、
上
述
の
新
た
な
法
人
形
態
の
創
設
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

　

以
上
、
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
で
は
、「
日
本
版
」
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
両

方
が
委
員
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
た
が
、
結
論
と
し
て
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
検
討
を
採
用
し
て
い
る
。
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第
六
回
会
議
で
渋
澤
健
委
員
が
「
民
間
に
よ
る
公
的
役
割
が
一
番
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
、
財
源
で
あ
る
」
と
発
言
し
て
い
る
よ
う

に
、
会
議
資
料
等
を
見
る
に
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
検
討
は
、
株
式
会
社
と
す
る
こ
と
に
よ
り
投
資
と
い

う
形
の
資
金
調
達
を
得
る
手
段
と
し
て
の
意
図
が
主
た
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三　

Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

1　

Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（

（
（

　

Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
よ
う
な
民
間
認
証
で
二
〇
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
た
非
営
利
団

体B Lab
T

M

に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
た
企
業
で
あ
り
、
正
確
に
はCertified B Corporation

を
指
す
。
事
業
活
動
に
お
け
る
社
会

や
環
境
へ
の
配
慮
に
対
す
る
国
際
的
な
認
証
制
度
で
あ
る
。
認
証
の
対
象
と
な
る
企
業
は
、
わ
が
国
の
会
社
法
上
の
会
社
に
限
定
さ

れ
て
お
ら
ず
、
組
合
（partnership

）、
協
同
組
合
（for-profit cooperative

）、
有
限
責
任
事
業
組
合
（LLP: Lim

ited Liability 

Partnership

）
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

　

Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
企
業
の
社
会
問
題
解
決
能
力
を
信
じ
、
株
主
だ
け
で
は
な
く
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し

て
も
等
し
く
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
を
企
業
の
成
功
と
定
義
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
社
会
的
役
割
を
変
革
し
て
い
こ
う
と
す
る
試
み

で
あ
る
。
ま
ず
、
認
証
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、B Lab

T
M

が
提
供
す
るB Im

pact A
ssessm

ent
T

M

（
以
下
、「
Ｂ
Ｉ
Ａ
」
と
い
う
）

で
二
〇
〇
ス
コ
ア
中
八
〇
以
上
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｂ
Ｉ
Ａ
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
従
業
員
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
環
境
、
顧
客

と
い
う
五
つ
の
分
野
に
分
け
て
当
該
企
業
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
へ
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
評
価
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
、
透
明
性
、
そ
し
て
独
立
し
た
第
三
者
機
関
が
参
加
し
て
い
る

か
ど
う
か
で
あ
る
。
Ｂ
Ｉ
Ａ
の
内
容
は
企
業
の
規
模
や
組
織
形
態
や
地
域
な
ど
に
よ
り
異
な
り
、
社
会
動
向
や
世
界
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
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リ
テ
ィ
基
準
の
更
新
な
ど
に
伴
い
改
訂
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｉ
Ａ
を
実
施
し
、
八
〇
ス
コ
ア
以
上
を
獲
得
し
てB Lab

T
M

の

レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
。
Ｂ
Ｉ
Ａ
の
結
果
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
・
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
表
示
さ

れ
る
。
そ
の
他
、
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
に
は
企
業
の
定
款
を
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
沿
っ
た
形
に
変
更
す
る
必

要
が
あ
る（

（1
（

。
具
体
的
な
変
更
要
件
の
詳
細
は
企
業
の
組
織
形
態
や
国
（
州
）
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
定
款
の
中
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
利
益
を
配
慮
す
る
こ
と
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
従
業
員
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
環
境
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
顧
客
、
株
主
と
定

義
す
る
こ
と
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
等
し
く
扱
う
こ
と
な
ど
を
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
す
で
に
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
こ
の
手
続
き
は
必
要
な
い
。
認
証
取
得
し
た
場
合
、
年
間
売
上
に
応

じ
て
年
会
費
をB Lab

T
M

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

認
証
を
維
持
す
る
た
め
に
は
三
年
に
一
度
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
を
受
け
、
初
回
と
同
様
に
最
低
で
も
二
〇
〇
ス
コ
ア
中
八
〇
以
上
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
認
証
要
件
の
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
二
〇
二
三
年
内
に
テ
ス
ト
完
了
予
定
で
あ
る（

（1
（

。
Ｂ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
後
述
す
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
同
様
に
配
当
に
関
す
る
制
限
は
な
く
、
税
制
上
の
優
遇
も

な
い
。
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
法
制
化
さ
れ
て
い
る
国
や
州
に
よ
っ
て
は
、
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
認
証
を
保

持
す
る
た
め
に
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
法
的
要
件
（legal requirem

ent

）
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
のpatagonia

（
パ
タ
ゴ
ニ
ア
）
は
、

二
〇
一
一
年
に
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
認
証
を
取
得
し
た
後
、
二
〇
一
二
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
二
〇
二
二
年
一
〇
月
五
日
現
在
、
八
五
か
国
、
一
五
八
業
種
（Industries

）
五
八
四
五
社
に
の
ぼ
る
。
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2　

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（

（1
（

　

B Lab
T

M

は
、
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
認
証
の
他
に
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
自
治
体
で
導
入
し
て
も
ら
う
た

め
の
ロ
ビ
ー
活
動
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、B Lab

T
M

の
創
設
者
が
経
営
者
だ
っ
た
頃
に
営
利
目
的
の
株
式
会
社
で
あ
る
以
上
、
株

主
の
利
益
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
律
上
の
制
限
が
足
か
せ
に
な
っ
た
と
い
う
経
験
か
ら
、
新
し
い
企
業
形
態
に
は

法
律
の
保
護
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
取
締
役
が
株
主
の
利
益
を
第
一
に
追
求
す
る
義
務
を

負
っ
て
お
り
、
株
主
第
一
主
義
（shareholder prim

acy

）（
（1
（

と
い
う
。
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
二
〇
一
〇
年
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
お
い
て
初
め
て
法
制
化
さ
れ
た
。B Lab

T
M

は
、
新
た
な
立
法
を
す
る
場
合
の
基
礎
と
し
てB Lab

T
M

が
主
導
し

て
策
定
し
た
モ
デ
ル
法
案
（M

odel Benefit Corporation Legislation

）（
（1
（

を
利
用
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
制
定
法
は
、
一
般
的
に
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
各
州
の
会
社
法
の
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
各
州
法
の

規
定
は
モ
デ
ル
法
案
に
倣
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
上
場
企
業
の
多
数
が
本
籍
を
置
く
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
会
社
法

（D
elaw

are General Corporation Law

）（
（1
（

で
は
、Public Benefit Corporation

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
規
定
し
て
お
り
、
内
容
も

若
干
異
な
る
た
め
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
概
要
を
両
者
を
使
っ
て
以
下
で
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
、

上
述
し
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で
は
会
社
法
の
特
則
と
し
て
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
規
定
を
置
い
て
い
る
た
め
、
特

則
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
株
式
会
社
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
の
で
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
剰
余
金
の
配
当
に
つ
い
て
制
限
さ
れ
て
お
ら
ず
、
税
制
優
遇
は
な
い
。

（
1
）
定
款
の
記
載
事
項

　

モ
デ
ル
法
案
に
お
い
て
は
、
定
款
に
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
〇

三
条
）。
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
般
的
な
公
益
（general public benefit

）
の
目
的
（purpose

）
を
有
す
る
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こ
と
を
要
件
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
一
条
（
ａ
））。
特
定
の
公
益
（specific public benefit

）
に
つ
い
て
は
選
択
的
に
目
的
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
（
二
〇
一
条
（
ｂ
））。
一
般
的
な
公
益
と
は
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
や
業
務
全
体
か

ら
生
じ
る
物
質
的
な
プ
ラ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
っ
て
、
報
告
さ
れ
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
慮
し
て
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
基
準
に
照

ら
し
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
一
〇
二
条
）。
ま
た
、
特
定
の
公
益
に
は
、
①
低
所
得
者
ま
た
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
受

け
て
い
な
い
個
人
も
し
く
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
有
益
な
製
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
、
②
通
常
業
務
の
流
れ
に
お
け
る

雇
用
創
出
を
超
え
て
個
人
ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
に
経
済
的
機
会
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
、
③
環
境
の
保
護
ま
た
は
回
復
、
④

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ヘ
ル
ス
の
改
善
、
⑤
芸
術
、
科
学
ま
た
は
知
識
の
進
歩
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
、
⑥
社
会
や
環
境
に
利
益
を
与
え
る
目
的

を
持
っ
た
組
織
体
へ
の
資
本
の
流
れ
を
増
大
す
る
こ
と
、
⑦
社
会
や
環
境
に
関
す
る
そ
の
他
の
特
有
な
利
益
を
与
え
る
こ
と
が
含
ま

れ
る
（
一
〇
二
条
）。

　

一
方
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
会
社
法
に
お
い
て
は
、
一
つ
以
上
の
特
定
の
公
益
を
定
款
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
大
き

く
異
な
る
点
で
あ
る
（
三
六
二
条
（
ａ
）（
1
））。
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
会
社
法
に
よ
れ
ば
、
公
益
と
は
、
団
体
を
含
む
株
主
以
外
の
者
に

対
す
る
、
芸
術
的
、
慈
善
的
、
文
化
的
、
経
済
的
、
教
育
的
、
環
境
的
、
文
学
的
、
医
学
的
、
宗
教
的
、
化
学
的
、
技
術
的
、
そ
の

他
の
性
質
の
効
果
も
含
む
プ
ラ
ス
の
効
果
（
ま
た
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
の
削
減
）
で
あ
る
と
す
る
（
三
六
二
条
（
ｂ
））。

（
2
）
取
締
役
の
義
務

　

モ
デ
ル
法
案
に
お
い
て
、
取
締
役
は
、
株
主
の
利
益
の
他
、
①
会
社
、
子
会
社
お
よ
び
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
従
業
員
お
よ
び
労
働
力
、

②
顧
客
、
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
お
よ
び
社
会
的
要
因
、
④
地
域
お
よ
び
世
界
の
環
境
、
⑤
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
短

期
的
お
よ
び
長
期
的
利
益
、
⑥
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
公
益
を
達
成
す
る
能
力
を
考
慮
（consider

）
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
（
三
〇
一
条
（
ａ
））。
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一
方
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
会
社
法
に
お
い
て
は
、
取
締
役
は
、
株
主
の
金
銭
的
利
益
、
会
社
の
活
動
に
よ
っ
て
重
要
な
影
響
を
受
け

る
者
の
最
善
の
利
益
お
よ
び
定
款
に
規
定
さ
れ
た
特
定
の
公
益
の
間
で
均
衡
を
は
か
り
な
が
ら
（balance

）
業
務
を
執
行
し
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
（
三
六
五
条
（
ａ
））。
こ
の
均
衡
を
は
か
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。

（
3
）
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
リ
ポ
ー
ト（

（1
（

の
作
成

　

モ
デ
ル
法
案
に
お
い
て
は
、
年
次
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
リ
ポ
ー
ト
（A

nnual Benefit Report

）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
四

〇
一
条
（
ａ
））、
報
告
さ
れ
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
評
価
は
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
基
準
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
（
四
〇
二
条
（
ａ
）（
2
））。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
あ
る
場
合
、

全
て
の
年
次
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
リ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
四
〇
二
条
（
ｂ
））、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
な
い
場
合
、
コ

ピ
ー
を
要
求
す
る
全
て
の
者
に
無
料
で
最
新
の
年
次
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
リ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
四
〇

二
条
（
ｃ
））。

　

一
方
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
会
社
法
に
お
い
て
は
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
リ
ポ
ー
ト
は
、
二
年
に
一
度
作
成
し
て
株
主
に
提
供
す
れ
ば
足

り
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
基
準
を
用
い
る
こ
と
も
義
務
と
さ
れ
て
い
な
い
（
三
六
六
条
（
ｃ
））。

　

モ
デ
ル
法
案
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
リ
ポ
ー
ト
作
成
が
毎
年
で
あ
り
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
基
準
に
基
づ
い
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

評
価
し
公
表
さ
れ
る
の
に
対
し
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
会
社
法
の
場
合
は
、
二
年
に
一
度
で
第
三
者
機
関
に
よ
る
基
準
を
用
い
る
こ
と
も
義

務
と
さ
れ
ず
、
株
主
に
提
供
す
れ
ば
良
い
と
な
っ
て
い
て
透
明
性
に
問
題
が
あ
る
。



176

法学研究 96 巻 1 号（2023：1）

四　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
導
入
に
関
す
る
議
論

1　

法
制
化
へ
の
経
緯

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
連
邦
国
家
で
あ
り
、
連
邦
レ
ベ
ル
と
州
レ
ベ
ル
の
二
つ
の
法
制
度
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
会
社
に
関
す
る
法
的
事
項
は
、
二
〇
〇
一
年
に
連
邦
議
会
が
制
定
し
た
二
〇
〇
一
年
連
邦
会
社
法
（Corporation A

ct 2001

）

が
概
ね
カ
バ
ー
し
て
い
る
（
以
下
、「
会
社
法
」
と
い
う
）（

（1
（

。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
二
〇
一
三
年
にB Lab

T
M

の
支
部
で
あ
るB Lab A

ustralia and N
ew

 Zealand

（
以
下
、「B Lab 

A
N

Z

」
と
い
う
）
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、B Lab A
N

Z

に
よ
り
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
法
制
化
の
た
め
会
社
法
の

改
正
が
強
力
に
主
張
さ
れ
た
。
な
お
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（Benefit Com

pany
）
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
初
頭
、B Lab A

N
Z
は
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
制
度
の
改
正
草
案
（
以
下
、「
草
案
」
と
い
う
）
を
作
成

す
る
た
め
、
学
者
、
弁
護
士
、
経
営
者
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
専
門
家
か
ら
な
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（

（1
（

を
招
集
し
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
は
、
二
〇
一
六
年
に
草
案
を
完
成
さ
せ
た
。
な
お
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
議
論
に
関
し
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
メ
ル
ボ
ル
ン
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
・
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
教
授Ian Ram

say

の
論
文（

（2
（

を
参
照
し
た
。

2　

法
制
化
の
理
由

　

B Lab A
N

Z

が
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
法
制
化
し
よ
う
と
し
た
理
由
と
し
て
法
的
必
要
性
が
あ
る
。B Lab A

N
Z

は
、

取
締
役
が
意
思
決
定
を
会
社
の
た
め
に
す
る
と
き
、
労
働
者
や
顧
客
、
契
約
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
よ
う
な
株
主
で
は
な
い
利
害
関

係
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
（consider

）
こ
と
は
会
社
法
上
、
課
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
し
た
。
も
し
、
取
締
役
が
株
主
以
外
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の
利
害
関
係
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
場
合
、
取
締
役
は
自
身
の
義
務
を
適
切
に
履
行
し
た
か
否
か
に
関
し
て
法
的

な
不
明
確
さ
に
直
面
す
る
とB Lab A

N
Z

は
論
じ
た（

（2
（

。
ま
た
、B Lab A
N

Z

は
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
紹
介
す
る

こ
と
は
、
株
主
で
は
な
い
利
害
関
係
者
の
利
益
を
追
求
す
る
取
締
役
を
保
護
す
る
他
に
も
多
く
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
有
す
る
と
す
る
。

ま
ず
、
第
一
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
羅
列
が
あ
げ
ら
れ
る
。
法
制
化
は
、
会
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
定
款
に
具
体
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
従
っ
た
場
合
、
取
締
役
を
法
的
に
保
護
す
る
枠
組
み
を
作
る
。
第
二
と
し
て
、
経
営
者
が
、
社
会
的
環
境
的
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
を
作
ろ
う
と
努
力
す
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
育
つ
助
け
と
な
る
。
第
三
に
、
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
を
引
き
付
け
る
。
第
四
に
、

将
来
に
向
か
っ
て
従
事
す
る
働
く
力
を
作
る
助
け
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
半
数
は
エ
シ
カ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
働

き
た
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
五
に
、
提
案
さ
れ
て
い
る
法
制
化
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
の
規
制
を
最
低
限
加
え
る

主
旨
で
あ
る
。
最
後
に
、
増
大
す
る
外
部
性
の
負
担
（burden of externalities

）
を
公
的
セ
ク
タ
ー
か
ら
私
的
セ
ク
タ
ー
へ
シ
フ

ト
さ
せ
る
こ
と
を
ア
シ
ス
ト
す
る
。

3　

草
案（

（2
（

の
概
要

　

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
草
案
は
、
上
述
し
た
ア
メ
リ
カ
の
モ
デ
ル
法
案
を
基
に
そ
れ
を
い
く
つ
か
の
点
で
修
正
し
た
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
草
案
は
、
会
社
の
新
た
な
種
類
（new

 type of com
pany

）
で
は
な
く
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
と

い
う
新
た
な
地
位
（new

 status of benefit com
pany

）
を
創
設
し
て
い
る
点
で
ア
メ
リ
カ
の
モ
デ
ル
法
案
と
は
異
な
る
。
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
に
な
れ
る
の
は
、
非
公
開
会
社
で
あ
る
有
限
責
任
株
式
会
社
（proprietary com

pany lim
ited by 

shares

）、
公
開
会
社
で
あ
る
有
限
責
任
株
式
会
社
（public com

pany lim
ited by shares

）
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
慈
善
団
体
・
非

営
利
団
体
委
員
会
（A

ustralian Charities and N
ot-For-Profit Com

m
ission

）
に
登
録
し
て
い
な
い
公
開
会
社
で
あ
る
有
限
責
任

保
証
会
社
（public com

pany lim
ited by guarantee

）
で
あ
る
（
四
五
条
Ｃ
（
1
）（
ａ
））。
有
限
責
任
株
式
会
社
は
、
オ
ー
ス
ト
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ラ
リ
ア
で
最
も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
会
社
形
態
で
、
日
本
の
会
社
法
上
の
株
式
会
社
と
法
的
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
る
。

　

定
款
に
は
、
一
般
的
な
公
益
（general public benefit

）
の
目
的
（purpose

）
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る
（
四
五

条
Ｃ
（
1
）（
ｃ
））。
そ
れ
に
加
え
て
一
つ
以
上
の
特
定
の
公
益
（specific public benefit

）
を
選
ん
で
定
款
に
記
載
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
草
案
に
お
い
て
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
会
社
法
上
の
す
べ
て
の

権
利
義
務
を
負
う
と
す
る
（
四
五
条
Ｃ
（
3
））。
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
ー
レ
ー
シ
ョ
ン
の
登
記
を
し
た
会
社
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
証
券
投
資
委
員
会
（A

ustralian Securities and Investm
ents Com

m
ission: A

SIC

）
に
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ

る
こ
と
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
五
条
Ｃ
（
2
））。

　

取
締
役
等
は
、
草
案
一
九
〇
条
Ｃ
（
1
）（
ａ
）
ⅰ
～
ⅶ
に
記
載
さ
れ
る
事
柄
、
例
え
ば
、
従
業
員
の
利
益
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や

顧
客
等
と
の
関
係
を
促
進
さ
せ
る
必
要
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
お
よ
び
環
境
に
関
す
る
会
社
の
働
き
の
影
響
等
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

年
次
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
リ
ポ
ー
ト
を
毎
年
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
自
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
か
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
が
な
い
場
合
、
年
次
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
リ
ポ
ー
ト
を
株
主
に
郵
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
〇
〇
条
Ｃ
（
1
））。
ま
た
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
評
価
は
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
基
準
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
（
三
〇
〇
条
（
2
）（
ｂ
））。

4　

各
界
の
反
応

（
1
）
政
界
の
反
応

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
党
（A

ustralian Labor Party:A
LP

）（
（2
（

と
緑
の
党
（Greens

）（
（2
（

は
、
会
社
法
に
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ

ニ
ー
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
支
持
を
表
明
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
連
立
政
権
や
財
務
省
か
ら
の
支
持
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
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（
2
）
経
済
界
の
反
応（

（2
（

　

経
済
界
か
ら
の
広
い
支
持
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
責
任
投
資
協
会
（Responsible Investm

ent 

A
ssociation of A

ustralasia:RIA
A

）
や
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（Im

pact Investing A
ustralia

）
か
ら
は
強
く
支
持

さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
い
く
つ
か
の
会
社
か
ら
も
法
改
正
に
つ
き
支
持
を
得
た
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ
ス

ク
管
理
の
健
全
な
実
践
を
促
進
す
る
専
門
家
団
体
で
あ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（Governance Institute of 

A
ustralia

）
は
、
原
則
と
し
て
法
改
正
を
支
持
す
る
と
い
う
よ
り
慎
重
な
表
現
を
し
た
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
営
者
協
会

（A
ustralian Institute of Com

pany D
irectors

）
は
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
改
正
の
目
的
は
、
現
行
法
に
お
い
て
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ゆ
え
に
変
更
は
必
要
な
い
と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
。

（
3
）
学
界
の
反
応

　

何
人
か
の
学
者
は
、
現
行
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
会
社
法
は
利
益
以
外
の
パ
ー
パ
ス
を
採
用
す
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
た
め
法
改
正

は
不
必
要
、
ま
た
は
、
少
な
く
と
も
必
須
で
は
な
い
と
す
る
。K

lettner

（
（2
（

は
、
取
締
役
が
意
思
決
定
の
際
に
社
会
的
環
境
的
要
因

を
考
慮
し
た
と
し
て
も
取
締
役
が
訴
訟
を
提
起
さ
れ
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
会
社
は
、
自
発
的
に
社
会
的
使

命
（social m

ission

）
に
取
り
組
み
、
認
証
ス
キ
ー
ム
を
使
用
し
て
利
害
関
係
者
に
そ
の
意
図
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

早
急
な
法
制
化
は
必
要
な
い
と
す
る
。Baum

field

（
（2
（

も
、
伝
統
的
な
（traditional

）
会
社
は
、
現
実
的
に
責
任
を
問
わ
れ
る
危
険
な

く
社
会
的
責
任
を
負
い
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
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5　

法
制
化
の
断
念（

（2
（

（
1
）
法
制
化
断
念
の
理
由

　

二
〇
一
九
年
、B Lab A

N
Z

は
、
法
制
化
へ
の
支
持
を
得
る
た
め
、
国
会
議
員
、
弁
護
士
、
経
営
者
、
学
者
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

専
門
家
や
公
務
員
と
一
〇
〇
以
上
の
相
談
を
し
た
が
、
は
か
ば
か
し
い
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
導
入
の
た
め
の
法
改
正
が
必
要
な
い
、
あ
る
い
は
、
潜
在
的
に
役
に
立
た
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
理
由
は

共
通
し
て
お
り
、
二
つ
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
第
一
に
、
現
行
法
は
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
モ
デ
ル
の
要
素
を
会
社
が
採

用
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
の
に
十
分
な
柔
軟
性
が
あ
る
。
第
二
に
、
取
締
役
は
す
で
に
彼
ら
が
意
思
決
定
の
際
に
株
主
で
は
な
い
利

害
関
係
者
を
考
慮
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

B Lab A
N

Z

が
、
二
〇
一
三
年
に
初
め
て
法
改
正
に
動
き
だ
し
た
と
き
と
現
在
で
は
大
き
く
状
況
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
以
前
よ
り
も
非
財
務
リ
ス
ク
（
特
に
気
候
変
動
リ
ス
ク
）
に
つ
い
て
投
資
家
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
圧
力
が
増
え
、
非

財
務
リ
ス
ク
に
関
す
る
規
制
（Regulatory
）
が
増
加
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
数
が
二
〇
一
三
年
の
一
二

か
ら
二
〇
二
一
年
一
月
の
二
五
七
ま
で
急
激
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
世
界
で

Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
人
口
あ
た
り
の
成
長
率
が
最
も
高
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
急
激
な
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
増
加
が
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
法
制
化
の
必
要
性
を
減
じ
た
可
能
性
が
あ
る
。
提
案
さ
れ
た
法
制
化
の
目
的
の
多
く
は
、
Ｂ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
認
証
を
取
得
す
る
過
程
に
お
い
て
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
数
の
増
加
が
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
大
半
は
、
閉
鎖
会
社
の
中
小
企
業
で
従
業
員
の
数
が
二
五
〇
人
以
下
で
あ
る
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
数
は
増
え
続
け
て
お
り
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
五
日
現
在
、
三
八
九
社
に
の
ぼ
る
。

そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
二
〇
二
二
年
八
月
に
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
たU

nilever A
N

Z

（U
nilever A

ustralia &
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N
ew

 Zealand

）（
（2
（

で
あ
る
。U

nilever

（
ユ
ニ
リ
ー
バ
）
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
で
有
名
な
会
社
で
あ
り
、
す
で
に
傘
下
の
八
社

（Ben &
 Jerry

’s, Seventh Generation, Sir K
ensington

’s, M
ae T

erra, Sundial, O
lly N

utrition, Pukka H
erbs, T

2

）
が
Ｂ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
。

（
2
）
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
認
証
取
得
に
関
す
る
法
的
要
件
の
追
加

　

二
〇
二
〇
年
九
月
、B Lab A

N
Z

は
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
法
制
化
を
断
念
し
、
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
認
証
取

得
に
つ
き
法
的
要
件
（legal requirem

ent

）
を
追
加
す
る
と
い
う
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
に
置
き
換
え
た
。
つ
ま
り
、
Ｂ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
認
証
を
得
る
た
め
に
定
款
に
以
下
の
二
つ
の
条
項
を
い
れ
る
こ
と
を
要
求
し
た（

（3
（

。
ま
ず
、
第
一
に
、
会
社
の
パ
ー
パ
ス

は
、
社
会
と
環
境
に
関
す
る
積
極
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
有
す
る
と
同
時
に
株
主
に
利
益
を
分
配
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
取
締
役
は
株

主
以
外
の
利
害
関
係
者
の
利
益
に
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。

五　

現
行
会
社
法
に
お
け
る
検
討

　

わ
が
国
現
行
会
社
法
下
で
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
同
様
の
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
上
述
の
二
2
の
概
要
三
点
を

中
心
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

1　

会
社
の
営
利
性

　

会
社
は
営
利
法
人
と
さ
れ
、
営
利
の
意
味
は
対
外
的
活
動
に
よ
り
得
た
利
益
を
構
成
員
に
分
配
す
る
こ
と
と
す
る
の
が
通
説（

（3
（

の
考

え
方
で
あ
る
。
平
成
一
七
年
会
社
法
に
よ
り
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
五
二
条
の
営
利
を
示
す
と
さ
れ
る
条
文
は
削
除
さ
れ
た
。
立



182

法学研究 96 巻 1 号（2023：1）

案
担
当
者
に
よ
れ
ば
、「
営
利
を
目
的
と
す
る
社
団
」
で
あ
る
こ
と
を
定
め
て
い
な
い
の
は
、
会
社
法
上
、
会
社
の
株
主
・
社
員
に

は
、
利
益
配
当
請
求
権
・
残
余
財
産
分
配
請
求
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
会
社
が
対
外
的
活
動
を
通
じ
て
あ

げ
た
利
益
を
社
員
に
分
配
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
営
利
を
目
的
と
す
る
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
必
要
が
な
い
と
い
う
理
由
に
よ

る
と
す
る（

（3
（

。
そ
し
て
、
会
社
法
一
〇
五
条
二
項
が
株
式
会
社
の
営
利
性
を
表
す
規
定
で
あ
る
と
い
う（

（3
（

。
こ
の
説
明
か
ら
す
る
と
持
分

会
社
の
営
利
性
を
表
す
規
定
は
、
会
社
法
六
二
一
条
（
利
益
配
当
）
と
会
社
法
六
六
六
条
（
残
余
財
産
分
配
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。

一
方
、
通
説
に
立
ち
な
が
ら
も
株
式
会
社
の
営
利
性
は
、
会
社
法
一
〇
五
条
に
よ
り
肯
定
さ
れ
る
が
、
持
分
会
社
に
は
、
そ
の
よ
う

な
規
定
は
な
い
と
す
る
見
解（

（3
（

も
あ
る
。
こ
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
論
者
に
よ
れ
ば
、
商
行
為
を
な
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
の
要
件

の
中
に
、
営
利
性
が
そ
の
前
提
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
た
め
、
会
社
法
五
条
の
存
在
を
も
っ
て
会
社
法
が
営
利
性

の
要
件
を
要
求
す
る
根
拠
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

　

通
説
と
異
な
り
、
会
社
の
営
利
を
利
益
の
獲
得
目
的
で
あ
り
、
社
員
に
対
す
る
利
益
の
分
配
ま
で
は
営
利
性
の
内
容
に
は
な
ら
な

い
と
す
る
説（

（3
（

も
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
る
と
一
〇
五
条
二
項
は
営
利
性
を
根
拠
づ
け
る
規
定
で
は
な
い
と
す
る（

（3
（

。
ま
た
、
営
利
を
目
的

と
す
る
の
は
会
社
法
五
条
の
規
定
に
よ
る
と
す
る（

（3
（

。
な
お
、
会
社
の
営
利
は
、
社
員
が
積
極
的
に
利
益
の
分
配
を
目
的
と
す
る
こ
と

ま
で
は
要
求
さ
れ
な
い
と
し
な
が
ら
、
公
益
法
人
と
営
利
法
人
の
決
定
的
な
差
異
は
、
社
員
が
法
人
の
実
質
的
所
有
者
と
し
て
法
人

財
産
に
対
す
る
持
分
を
有
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
と
す
る
説（

（3
（

も
あ
る
。

　

通
説
の
よ
う
に
営
利
の
意
味
を
考
え
る
と
、
明
文
上
の
規
定
は
な
い
が
、
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
対
外
的
経
済
活
動
に
お
け
る

利
潤
最
大
化
を
始
め
と
す
る
「
株
主
の
利
益
最
大
化
」
が
会
社
を
取
り
巻
く
関
係
者
の
利
害
調
整
の
原
則
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（
（4
（

。
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2　

定
款
の
目
的

　

会
社
の
目
的
は
、
登
記
事
項
の
た
め
、
登
記
実
務
に
お
け
る
運
用
に
よ
り
形
づ
け
ら
れ
る
。
わ
が
国
の
商
業
登
記
実
務
で
は
、
こ

の
目
的
の
適
格
性
は
、「
具
体
性
」、「
明
確
性
」、「
営
利
性
」
お
よ
び
「
適
法
性
」
の
基
準
に
よ
り
判
断
さ
れ
て
い
た
。
目
的
の
具

体
性
に
関
し
て
は
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
一
九
条
（
類
似
商
号
規
制
）
が
存
在
し
て
い
た
た
め
、
相
当
程
度
具
体
的
な
目
的
を

定
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
運
用
が
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
社
法
で
規
定
を
廃
止
し
た
た
め
、
登
記
の
通
達
上
も
「
目

的
の
具
体
性
に
つ
き
審
査
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
た
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
法
務
省
民
商
七
八
二
号
法
務
省
民
事
局
長

通
達
第
七
部
第
二
）。
目
的
の
明
確
性
は
、
目
的
の
意
義
が
明
確
で
あ
っ
て
何
人
に
も
理
解
で
き
る
こ
と
を
要
す
る
。

　

平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
の
登
記
実
務
に
お
け
る
定
款
に
記
載
さ
れ
る
目
的
は
、
営
利
事
業
に
限
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
理
由
は
、
株
式
会
社
が
営
利
法
人
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
同
じ
く
株
式
会
社
の
営
利
性
の
概
念
が
維
持

さ
れ
て
い
る
会
社
法
の
下
で
も
、
定
款
の
目
的
は
営
利
事
業
に
限
定
さ
れ
る
と
解
す
る
見
解
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
会

社
法
の
下
で
は
会
社
の
営
利
性
の
概
念
は
相
対
化
さ
れ
て
お
り
、
株
式
会
社
形
態
を
用
い
て
、
共
益
的
あ
る
い
は
慈
善
的
・
利
他
的

な
目
的
を
追
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
説
く
見
解（

（4
（

が
あ
り
、
そ
の
結
論
を
支
持
す
る
見
解（

（4
（

も
あ
る
。

　

立
案
担
当
者
は
、
福
祉
事
業
そ
の
他
の
公
益
事
業
を
掲
げ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
す
る（

（4
（

。
な
お
、
公
益
事
業
、
例
え
ば
、
環
境

保
全
・
病
院
や
学
校
法
人
の
経
営
等
も
株
式
会
社
の
目
的
に
で
き
る
と
す
る
が
、
そ
の
理
由
を
会
社
の
営
利
性
を
規
定
し
た
平
成
一

七
年
改
正
前
商
法
五
二
条
の
廃
止
に
よ
り
、
会
社
の
目
的
に
営
利
性
を
要
求
し
な
い
こ
と
と
す
る
見
解（

（4
（

が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
に
上
場
し
て
い
る
株
式
会
社
ユ
ー
グ
レ
ナ
は
、
藻
の
一
種
で
あ
る
ミ
ド
リ
ム
シ
（
学
名
：
ユ
ー
グ
レ
ナ
）

を
活
用
し
、
主
に
食
品
や
化
粧
品
の
販
売
、
バ
イ
オ
燃
料
の
研
究
等
を
お
こ
な
っ
て
い
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
で
あ
る
が
、

二
〇
二
一
年
八
月
二
六
日
に
開
催
し
た
臨
時
株
主
総
会
（
日
本
初
の
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
ン
リ
ー
株
主
総
会
）
に
お
い
て
定
款
の
目
的
を
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
反
映
し
た
内
容
に
変
更
し
た（

（4
（

。
内
容
と
し
て
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
次
の
事
業
及
び
こ
れ
に
付
帯
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す
る
一
切
の
事
業
を
営
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
七
の
目
標
に
沿
っ
て
一
七
書
い
て
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事

業
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
一
切
書
か
れ
て
い
な
い
。

3　

取
締
役
の
義
務

　

取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
と
は
、
株
主
利
益
最
大
化
を
図
る
義
務
を
意
味
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
企
業
の
社
会
的

責
任
・
企
業
の
社
会
貢
献
へ
の
要
請
は
、
近
時
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
面
に
関
す
る
取
締
役
の
裁
量
の
幅
は
大
き
い
。
取

締
役
等
に
よ
る
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
へ
の
配
慮
が
原
則
と
し
て
経
営
判
断
の
問
題
で
あ
り
、
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
違
反

を
生
じ
な
い
こ
と
は
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
例
え
ば
、
株
式
会
社
の
な
す
寄
附
は
、
そ
れ
が
社
会
の
期
待
・
要
請
に
応
え

る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
会
社
の
規
模
、
経
営
実
績
、
相
手
方
等
を
考
慮
し
応
分
の
金
額
の
も
の
で
あ
る
限
り
、
取
締
役
に
義
務
違

反
の
責
任
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
（
最
判
昭
和
四
五
年
六
月
二
四
日
民
集
二
四
巻
六
号
六
二
五
頁
）。
つ
ま
り
、
株
主
の
利
益
に
寄
与
し

な
い
寄
附
を
取
締
役
は
な
し
得
る（

（4
（

。
市
民
に
共
通
の
価
値
観
と
な
っ
た
社
会
的
な
要
請
を
配
慮
す
る
こ
と
は
取
締
役
の
義
務
と
な
り

え
、
そ
れ
を
配
慮
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
株
主
価
値
が
減
じ
た
と
し
て
も
そ
れ
だ
け
で
取
締
役
の
義
務
に
違
反
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
ず
、
持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た
経
営
を
実
行
す
る
こ
と
も
取
締
役
の
義
務
に
沿
う
こ
と
と
な
る
と
す
る
見
解（

（4
（

も
あ
る
。
ま

た
、
あ
る
程
度
の
範
囲
で
あ
れ
ば
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
は
当
然
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
取
締
役
が
法
的
な
責
任

を
負
う
、
あ
る
い
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
責
任
を
負
う
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
す
る
見
解（

（4
（

も
あ

る
。
い
ず
れ
の
見
解
も
現
行
会
社
法
の
下
、
取
締
役
が
株
主
の
他
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
肯

定
し
て
い
る
。
な
お
、
株
式
会
社
が
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
も
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
企
業

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
構
外
で
、
企
業
と
当
該
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
間
の
契
約
や
個
別
の
法
的
規
制
に
よ
っ
て
確
保
す
べ
き
と
す
る

見
解（

（5
（

も
あ
る
。
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4　

開
示
義
務

　

公
益
事
業
に
関
す
る
開
示
義
務
に
つ
い
て
は
、
現
行
会
社
法
に
規
定
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
場
会
社
に
関
し
て
は
、
東
京

証
券
取
引
所
の
有
価
証
券
上
場
規
程
の
別
添
に
定
め
ら
れ
て
い
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
の
原
則
に
つ
き
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
東
京
証
券
取
引
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
報
告
書
は
、
提
出
後
、
公

衆
の
縦
覧
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
の
改
訂
に
よ
り
、
社
会
・
環
境
課
題
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
課

題
へ
の
よ
り
一
層
の
積
極
的
・
能
動
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
グ
ロ
ー
ス
市
場
上
場
会
社
は
開
示
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
が
、
新
設
さ
れ
た
補
充
原
則
3
―
1
③
で
は
、
経
営
戦
略
の
開
示
に
あ
た
っ
て
、
自
社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の

取
組
み
を
適
切
に
開
示
す
べ
き
と
さ
れ
て
お
り
、
特
に
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会
社
は
、
気
候
変
動
に
係
る
リ
ス
ク
及
び
収
益
機
会
が

自
社
の
事
業
活
動
や
収
益
等
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
必
要
な
デ
ー
タ
の
収
集
と
分
析
を
行
い
、
国
際
的
に
確
立
さ
れ
た
開
示
の

枠
組
み
で
あ
る
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
の
枠
組
み
に
基
づ
く
開
示
の
質
と
量
の
充
実
を
進
め
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ

の
改
訂
に
よ
り
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
報
告
書
の
更
新
が
必
要
と
な
っ
た
（
有
価
証
券
上
場
規
程
四
一
九
条
）。

　

ま
た
、
上
場
会
社
等
は
、
金
融
商
品
取
引
法
二
四
条
一
項
に
お
い
て
事
業
年
度
ご
と
に
内
閣
府
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
有
価

証
券
報
告
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
有
価
証
券
報
告
書
の
記
載
事
項
の
特
徴
と
し

て
、
記
述
情
報
（
非
財
務
情
報
）
の
開
示
の
拡
充
が
あ
げ
ら
れ
る
。
有
価
証
券
報
告
書
も
誰
で
も
閲
覧
で
き
る
。
な
お
、
金
融
庁
の

金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
二
〇
二
二
年
六
月
一
三
日
報
告
書
「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報
告
―
中
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上
に
つ
な
が
る
資
本
市
場
の
構
築
に
向
け
て
―
」（

（5
（

を
公
表
し
、
そ
の
中
で
有

価
証
券
報
告
書
に
お
い
て
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
「
記
載
欄
」
を
新
設
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
こ
の
提
言
を
受
け
て
金
融

庁
は
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
七
日
、「
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
」
等
の
改
正
案
を
公
表
し
た
。
改
正
後
の
「
企
業

内
容
等
の
内
閣
府
令
」
等
の
規
定
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
か
ら
適
用
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予
定
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
統
合
報
告
書
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
書
と
い
う
名
称
で
任
意
開
示
を
行
な
っ
て
い
る
会
社
も
あ
る
。

六　

わ
が
国
会
社
法
へ
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入
の
可
否

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、B Lab A

N
Z

が
法
制
化
に
つ
い
て
強
い
働
き
か
け
を
し
て
い
る
点
で
わ
が
国
と
は
異
な
る
が
、
最
終

的
に
法
制
化
を
断
念
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
理
由
が
非
常
に
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
、

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
法
制
化
の
最
初
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
理
由
は
、
株
主
以
外
の
利
害
関
係
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
取

締
役
の
法
的
保
護
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
株
主
第
一
主
義
（
株
主
利
益
最
大
化
原
則
）
を
厳
格
に
捉
え
る
考
え
方
も
強
く
、

具
体
的
な
法
制
化
の
ニ
ー
ズ
が
強
か
っ
た
た
め
、
法
律
家
の
議
論
は
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
法
制
化
す
る
方
向

に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
株
主
最
大
化
原
則
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
日
本
に
も
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
厳
格
で
は
な

く
、
わ
が
国
に
関
し
て
は
、
何
ら
か
の
限
界
の
設
定
な
い
し
修
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
す
る
見
解（

（5
（

も
あ
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
法
制
化
を
支
持
し
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
が
、
現
行
法
は
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
要
素
を
会
社
が

採
用
す
る
の
に
十
分
な
柔
軟
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
現
行
法
に
お
い
て
株
主
以
外
の
利
害
関
係
者
の
利
益
を
考

慮
し
て
も
取
締
役
は
責
任
を
問
わ
れ
な
い
と
い
う
認
識
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
で
も
当

て
は
ま
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
五
で
検
討
し
た
よ
う
に
わ
が
国
会
社
法
の
下
で
も
定
款
に
公
益
事
業
を
記
載
す
る
こ
と
、
取
締
役
が
株

主
以
外
の
利
害
関
係
者
の
利
益
を
考
慮
し
た
決
定
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
開
示
に
つ
い
て
は
、
非
上
場
会

社
の
場
合
、
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
例
え
ば
、
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
認
証
を
取
得
す
れ
ば
、
自
ず
と
開
示
を
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
法
律
上
問
題
が
な
い
と
考
え
る
と
い
う
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
で
共
通
す
る
。
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次
に
法
制
化
を
支
持
し
な
い
理
由
と
し
て
、
取
締
役
は
す
で
に
彼
ら
が
意
思
決
定
の
際
に
株
主
で
は
な
い
利
害
関
係
者
を
考
慮
す

る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
非
常
に
影
響
力
の
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
経
営
者
協
会
の
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
わ
が
国
で
は
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
関
心
が
低
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
関
心
が
低
い
理
由
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
重
視
す
る
こ
と
に
関
心
が
な
い

か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
わ
が
国
の
会
社
は
通
常
の
株
式
会
社
の
仕
組
み
の
中
で
従
業
員
や
取
引
先
等
の
利
害
関
係
者
を
重
視
す

る
た
め
に
あ
え
て
特
別
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘（

（5
（

が
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
経
済
界
か
ら
の
支
持
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
法
制
化
を
主
張
し
始
め
た
時
か
ら
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

は
世
界
的
な
傾
向
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
第
二
一
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
）
で
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
、
同
年
九
月
に
は
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（Sustainable D

evelopm
ent Goals:

持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
が
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
七
年
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
（Financial Stability Board

：
金
融
安
定
理
事
会
）
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
（T

ask 

Force on Clim
ate-related Financial D

isclousure
：
気
候
変
動
関
連
財
務
省
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）
最
終
報
告
書
を
公
表
し
て

い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
わ
が
国
会
社
法
に
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
を
導
入
す
る
必
要
性
は
な
い
と
考
え
る
。
な

お
、
会
社
の
目
的
に
照
ら
し
て
個
別
的
に
株
主
・
社
員
利
益
の
最
大
化
原
則
の
修
正
を
図
る
の
は
、
極
端
に
言
え
ば
、
取
締
役
の
義

務
等
の
会
社
経
営
の
基
本
的
規
範
を
「
会
社
ご
と
」
に
別
異
に
解
釈
す
る
こ
と
を
要
す
る
可
能
性
を
残
す
た
め
、
解
釈
論
に
委
ね
る

あ
り
方
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
別
途
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
い
う
指
摘（

（5
（

が
あ
る
。
ま
た
、
弁
護
士
か
ら
は
、
法
改
正
等
に
よ

る
政
府
主
導
の
改
革
も
重
要
で
あ
る
が
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
、
特
に
、
上
場
企
業
を
念
頭
に
置
い
た
同
制

度
の
成
否
は
、
結
局
、
市
場
（
投
資
家
）
か
ら
の
評
価
次
第
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
も
ま
ず
は
現
行
法
下
に
お
い
て
、
定
款
等
で
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ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
利
益
へ
の
配
慮
等
を
定
め
る
こ
と
の
法
的
な
意
義
や
効
果
な
ど
を
明
確
化
し
、
各
社
が
事
業
内
容
等
に
応
じ
て

市
場
主
導
型
で
対
応
し
て
い
く
方
が
望
ま
し
い
と
す
る
見
解（

（5
（

も
あ
る
。

　

別
の
法
人
形
態
を
定
め
る
こ
と
は
当
該
形
態
の
採
用
に
よ
り
社
会
的
企
業
で
あ
る
こ
と
を
内
外
に
表
明
し
う
る
「
ブ
ラ
ン
ド
」
の

確
立
と
し
て
意
義
を
も
つ（

（5
（

と
す
れ
ば
、
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
が
意
図
し
た
と
こ
ろ
は
、
投
資
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
投
資
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
あ
る
い
は
ラ
ベ
ル
と
し
て
の
機
能
は
、
Ｂ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
も
果
た
し
う
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
あ
る
い
は
ラ
ベ
ル
を
投
資
の
た
め
法
制
化
す
る
必
要

は
な
い
。
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
で
は
、
二
人
の
委
員
が
「
日
本
版
」
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
検
討
を
主
張
し
て
い
た
が
、

「
日
本
版
」
を
作
る
必
要
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
会
社
は
、
す
で
に
八
五
か
国
に

広
が
っ
て
お
り
、
知
名
度
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
世
界
と
つ
な
が
る
に
は
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
の
認
証
を
取
得
す

る
方
が
は
る
か
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
認
証
は
中
小
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
取
得
す
る

こ
と
も
多
い
。
認
証
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
国
内
か
ら
だ
け
で
は
な
く
世
界
か
ら
も
資
金
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が

増
え
る
。
現
在
、
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域
的
な
結
び
つ
き
の
他
、B Beauty

（
（5
（

と
い
っ
た
業
種
の
結
び
つ
き
も
出
来
て
き

て
い
る
。
日
本
の
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
会
社
の
数
は
多
く
な
く
、
取
得
活
動
は
停
滞
し
て
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
二
〇
二
一
年
六
月
二
〇
日
の
六
社
か
ら
二
〇
二
二
年
一
〇
月
五
日
現
在
、
一
五
社
と
な
り
、
更
に
申
請
中
、
取
得
準
備

中
の
会
社
が
増
え
て
い
る
。
認
証
を
取
得
し
た
会
社
は
、
プ
ラ
イ
ム
上
場
の
株
式
会
社
か
ら
合
同
会
社
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。

七　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
わ
が
国
会
社
法
に
お
け
る
ベ
ネ
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フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
現
行
法
に
お
い
て
も
解
釈
に

よ
っ
て
同
様
の
こ
と
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
導
入
の
必
要
は
な
い
と
い
う
結
論
を
得
た
。
投
資
を
受
け
る
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド

あ
る
い
は
ラ
ベ
ル
と
し
て
は
、
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
得
る
と
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
必
ず
Ｂ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
認
証
を
取
得
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
今
回
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
議
論
を
取
り
上
げ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
認
証
を
取
得
し
た
会
社
の
数
が
多
く
あ
る
こ
と
等
か
ら
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
言

及
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
や
り
方
を
と
る
か
は
経
営
者
の
判
断
次
第
で
あ
り
、
一
つ
の
例
と
し
て
あ
げ
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

法
制
と
し
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
で
有
名
なD

anone

（
ダ
ノ
ン
）
が
選
択
し
た
こ
と
で
注
目
を
浴
び
た
フ
ラ
ン
ス
版
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（

（5
（

と
言
わ
れ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
有
す
る
会
社
（société à m

ission

）
と
い
っ
た
や
り
方
も
あ
る
。
ま

た
、
台
湾（

（5
（

の
よ
う
に
法
制
化
せ
ず
に
行
政
に
よ
る
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設
置
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る

国
も
あ
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
解
釈
論
に
委
ね
る
あ
り
方
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
別
途
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
ま
た
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
多
発
す
る
の
で
は
な
く
、

個
別
具
体
的
な
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
分
野
の
法
律
を
改
正
な
い
し
制
定
す
る
な
り
、
そ
の
法
律
の
下
で
の
政
省
令
な
り
で
対
応

し
て
い
く
と
い
う
、
も
う
少
し
き
め
細
か
な
対
応
が
日
本
で
は
具
体
的
に
議
論
さ
れ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
見
解（

（6
（

が
あ
る
。
会
社
法

の
役
割
と
は
何
か
を
今
一
度
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

〔
付
記
〕

1　

本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
九
月
三
日
に
拓
殖
大
学
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
制
度
の
国
際
比
較
」（
拓
殖
大
学
経
営
経
理
研
究
一
二
三
号
（
二
〇
二
三
年
）
掲
載
予
定
）
で
報
告
し
た
も
の
を
基
に
オ
ー
ス
ト
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ラ
リ
ア
の
議
論
を
入
れ
て
大
幅
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

2　

本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費17K

03515

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）　

イ
タ
リ
ア
で
は
、
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
に
法
制
化
さ
れ
、
名
称
は
、Società Benefit

で
あ
る
。Società Benefit

に
つ
い
て
は

以
下
の
サ
イ
ト
参
照
。https://w

w
w

.societabenefit.net

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
株
式
会
社
プ
ロ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
業
務
提
携
し
、espressam

enete illy

を
運
営
し
て
い
る
イ
タ
リ

ア
の
食
品
関
連
企
業
で
あ
るillycaffe S.p.A

.

は
、
二
〇
一
九
年
、Società Benefit

に
な
り
、
二
〇
二
一
年
四
月
、
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
認
証
を
取
得
し
た
。https://w

w
w

.illy.com
/en-us/com

pany/store-events/press/press-releases/illycaffe-
benefit-corporation

（
2
）　

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
に
つ
い
て
は
、
長
畑
周
史
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「SD
Gs

時
代
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
国
際
比
較
」
報
告　

カ
ナ
ダ
法
」
拓
殖
大
学
経
営
経
理
研
究
一
二
三
号

（
二
〇
二
三
年
）
掲
載
予
定
参
照
。

（
3
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/pdf/kinkyuteigen_gaiyou_set.pdf

（
4
）　

新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
第
五
回
会
議
議
事
要
旨　

https://w
w

w
.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/kaigi/

dai5/gijiyousi.pdf

（
5
）　

新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
第
六
回
会
議
議
事
要
旨　

https://w
w

w
.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/kaigi/

dai6/gijiyousi.pdf

（
6
）　

新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
第
六
回
会
議
基
礎
資
料　

https://w
w

w
.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/kaig/

dai6/shiryou1.pdf

（
7
）　M
ichael B. D

orff, Jam
es H

icks and Steven D
avidoff Solom

on, T
he future or fancy? A

n em
pirical study of 

public benefit corporations, H
arvard Business Law

 Review
 vol. 11‌

（2021

）.

（
8
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/pdf/ap2022.pdf

（
9
）　

Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
。http://w

w
w

.bcorporation.net/
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Ryan H

oneym
an and T

iffany Jana, T
he B Corp H

andbook 2d ed. 

（Berrett-K
oehler Publishers, Inc, 2019

）. 

日
本
語

訳
と
し
て
、
鳥
居
希
＝
矢
代
真
也
＝
若
林
恵
監
訳
『B Corp

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

よ
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
計
測
・
実
践
・
改
善
』（
バ
リ
ュ
ー

ブ
ッ
ク
ス
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
二
二
年
）。

　

Christopher M
arquis, Better Business: H

ow
 the B Corp M

ovem
ent Is Rem

arking Capitalism
 

（Y
ale U

niversity 
Press, 2020

）. 

日
本
語
訳
と
し
て
、
土
肥
将
敦
監
修
＝
保
科
京
子
翻
訳
『
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
形
態B Corp

入
門
』（
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
二
〇

二
二
年
）。

　

拙
稿
「
わ
が
国
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
上
場
会
社
のB Corp

認
証
取
得
」
拓
殖
大
学
経
営
経
理
研
究
一
二
〇
号
（
二
〇
二
一
年
）

五
一
頁
以
下
、
拙
稿
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
とB Corp

認
証
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
一
八
号
（
二
〇
二
二
年
）
一
頁
、
鈴
木
勘
一
郎
＝
小
澤
朋

之
＝
大
和
田
誠
太
郎
「
日
本
に
お
け
る
Ｂ
コ
ー
プ
認
証
の
意
義
と
課
題
―
質
的
研
究
に
お
け
る
Ｂ
コ
ー
プ
認
証
プ
ロ
セ
ス
の
仮
説
モ
デ
ル

―
」
日
本
ベ
ン
チ
ャ
ー
学
会
誌
四
〇
号
（
二
〇
二
二
年
）
九
七
頁
以
下
。

（
10
）　

わ
が
国
に
関
し
て
は
、
認
証
取
得
の
要
件
と
は
な
っ
て
い
な
い
。https://w

w
w

.bcorporation.net/en-us/legal-requirem
ent/

country/japan

（
11
）　https://w

w
w

.bcorporation.net/en-us/new
s/blog/share-your-feedback-draft-new

-standards-b-corp-certification

（
12
）　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
法
的
要
件
と
し
て
以
下
参
照
。https://w

w
w

.bcorporation.net/en-us/legal-requirem
ent/

country/united-states/province/california/corporate-structure/corporation

（
13
）　

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
。

　

Frederick H
. A

lexander, Benefit Corporation Law
 and Governance: Pursuing Profit w

ith Purpose 

（Berrett-
K

oehler Publishers, Inc, 2017

）.

　

畠
田
公
明
『
社
会
的
営
利
会
社
の
立
法
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
中
央
経
済
社
、
二
〇
二
二
年
）、
畠
田
公
明
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

時
代
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
国
際
比
較
」
報
告　

ア
メ
リ
カ
法
」
拓
殖
大
学
経
営
経
理
研
究
一
二
三
号
（
二
〇

二
三
年
）
掲
載
予
定
、
河
野
昭
三
訳
・
解
説
『
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
入
門
―
さ
ら
ば
株
主
資
本
主
義
―
』（
文
眞
堂
、

二
〇
二
二
年
）、
田
村
俊
夫
「
日
本
版
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
―
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
主
義
と
株
主
価
値
の
関
係
」

金
融
・
資
本
市
場
リ
サ
ー
チ
七
号
（
二
〇
二
二
年
）
一
七
五
頁
以
下
。



192

法学研究 96 巻 1 号（2023：1）

（
14
）　

日
本
で
は
、
株
主
第
一
主
義
で
は
な
く
、
株
主
利
益
最
大
化
原
則
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
株
主
第
一
主
義
を
と
る
有
名
な
判
例
と
し

て
、
以
下
が
あ
る
。D

odge v. Ford M
otor Co., 204 M

ich.459, 170 N
 W

.668

（1919

）

（
15
）　

本
稿
で
は
、
二
〇
一
七
年
四
月
一
七
日
版
を
参
照
し
て
お
り
、
以
前
は
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
イ
ト

（https://benefitcorp.net

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
（
畠
田
・
前
掲
社
会
的
営
利
会
社
の
立
法
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
八
三
頁
注（
11
）参
照
）、

現
在
は
サ
イ
ト
自
体
が
見
当
た
ら
な
い
。

　

モ
デ
ル
法
案
二
〇
一
三
年
一
月
一
八
日
版
は
、
以
下
参
照
。https://drive.google.com

/file/d/1Q
yM

rBS9_6fC9guM
Y

otZ5D
ElsT

xuD
16K

9/view

　

本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
条
文
の
う
ち
、
二
〇
一
三
年
版
と
文
面
が
異
な
る
も
の
を
以
下
に
あ
げ
る
。

　

モ
デ
ル
法
案
二
〇
一
七
年
四
月
一
七
日
版

§ 102. D
efinitions.

　

“General public benefit.
” A m

aterial positive im
pact on society and the environm

ent, taken as a w
hole, from

 the 
business and operation of a benefit corporation assessed taking into account the im

pacts of the benefit corporation 
as reported against a third-party standard.

§ 401. Preparation of annual benefit report.

　
（a

）（2‌

） A
n assessm

ent of the overall social and environm
ent perform

ance of the benefit corporation 
determ

ined taking into account the im
pacts of the benefit corporation reported against a third-party standard:

（
16
）　https://delcode.delaw

are.gov/title8/c001/sc15/

（
17
）　

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
リ
ポ
ー
ト
の
実
例
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
サ
イ
ト
参
照
。https://usca.bcorporation.net/benefit-corporation/

（
18
）　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
会
社
法
に
つ
い
て
は
、
加
納
寛
之
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
会
社
法
概
説
〔
第
二
版
〕』（
信
山
社
、
二
〇
一
九
年
）
一

頁
以
下
参
照
。

（
19
）　A

ttachim
ent B: B Lab A

ustralia and N
ew

 Zealand Subm
ission Social Im

pact Investing D
iscussion Paper 

February 2017

（
以
下
、「D

iscussion Paper

」
と
い
う
）https://treasury.gov.au/sites/default/files/2019-03/c2017-
183167-B-Lab.pdf
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（
20
）　Ian Ram

say and M
ihika U

padhyaya, T
he Failed A

ttem
pt to Enact Benefit Com

pany Legislation in A
ustralia 

and the Rise of B Corps, （2021

）. https://papers.ssrn.com
/sol3/papers.cfm

?abstract_id=3795039
（
21
）　D

iscussion Paper at 6.

（
22
）　A

ttachm
ent C: D

iscussion Paper.

（
23
）　A

ustralian Labor Party, A
 Fair Go for A

ustralia

（2018 N
ational Platform

）at 26‌

［102

］. https://apo.org.au/
sites/default/files/resource-files/2019-02/apo-nid219056.pdf

（
24
）　A

ustralian Greens, Innovation N
ation: the Bridge to the N

ew
 Econom

y

（2016

）at 2. https://greens.org.au/
sites/default/files/2018-06/20160521_Innovation%

20N
ation%

20Final.pdf

（
25
）　Supra note 20‌ at 13.

（
26
）　A

lice K
lettner, Finding the Balance betw

een Profit and Purpose: Should A
ustralia Create a Legal Structure 

for Social Enterprise?, 47‌ （5‌
） A

ustralian Business Law
 Review

 （2019

） at 335, 348.

（
27
）　V

ictoria Schure Baum
field, H

ow
 Change H

appens: T
he Benefit Corporation in the U

nited States and 
Considerations for A

ustralia in Beate Sj
åfjell and Irene Lynch Fannon 

（eds.

）, Creating Corporate Sustainability: 
Gender as an A

gent for Change （Canbridge U
niversity Press 2018

） at 212.

（
28
）　B Lab A

N
Z T

he evolution of benefit com
pany reform

 in A
ustralia　

https://bcorporation.com
.au/blog/benefit-

com
pany-australia/

（
29
）　https://w

w
w

.unilever.com
.au/new

s/press-releases/2022/unilever-anz-becom
e-a-certified-b-corporation

（
30
）　https://bcorporation.com

.au/legal-requirem
ent/

https://w
w

w
.bcorporation.net/en-us/legal-requirem

ent/country/australia

（
31
）　

神
田
秀
樹
『
会
社
法
〔
第
二
四
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
二
年
）
六
頁
、
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
〔
第
八
版
〕』（
有
斐
閣
、
二

〇
二
一
年
）
二
二
頁
、
伊
藤
靖
史
＝
大
杉
謙
一
＝
田
中
亘
＝
松
井
秀
征
『
リ
ー
ガ
ル
ク
エ
ス
ト
会
社
法
〔
第
五
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
二

一
年
）
一
二
頁
、
高
橋
美
加
＝
笠
原
武
朗
＝
久
保
大
作
＝
久
保
田
安
彦
『
会
社
法
〔
第
三
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
〇
年
）
四
頁
。

（
32
）　

相
澤
哲
編
著
『
一
問
一
答　

新
・
会
社
法
〔
改
訂
版
〕』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
九
年
）
二
三
頁
。
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（
33
）　

相
澤
哲
編
著
『
立
案
担
当
者
に
よ
る
新
・
会
社
法
の
解
説
』
別
冊
商
事
法
務
二
九
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
二
二
頁
。

（
34
）　

田
中
亘
『
会
社
法
〔
第
三
版
〕』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
年
）
三
六
頁
。
な
お
、
高
橋
＝
笠
原
＝
久
保
＝
久
保
田
・
前
掲
会

社
法
四
頁
は
、
会
社
法
六
一
一
条
一
項
二
項
、
会
社
法
六
二
一
条
一
項
と
す
る
。

（
35
）　

落
合
誠
一
「
会
社
の
営
利
性
に
つ
い
て
」『
江
頭
憲
治
郎
先
生
還
暦
記
念　

企
業
法
の
理
論
（
上
巻
）』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
七
年
）

二
三
、
二
四
頁
。

（
36
）　

山
本
爲
三
郎
「
株
式
会
社
と
は
何
か
」『
新
会
社
法
の
基
本
問
題
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
六
頁
、
宮
島
司
『
会

社
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
〇
年
）
三
頁
。

（
37
）　

山
本
爲
三
郎
「
会
社
法
に
お
け
る
株
式
の
規
整
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
八
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
二
頁
。

（
38
）　

山
本
・
前
掲
「
株
式
会
社
と
は
何
か
」
六
頁
、
宮
島
・
前
掲
会
社
法
二
頁
は
会
社
法
五
条
を
忖
度
す
る
と
す
る
。

（
39
）　

来
住
野
究
「
法
人
の
営
利
性
」『
商
法
の
歴
史
と
論
理
（
倉
澤
康
一
郎
先
生
古
稀
記
念
）』（
新
青
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
二
二
四
頁
。

（
40
）　

江
頭
・
前
掲
株
式
会
社
法
二
二
、
二
三
頁
。

（
41
）　

神
作
裕
之
「
商
法
総
則
・
疑
似
外
国
会
社
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
九
五
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
三
八
、
一
四
一
頁
。

（
42
）　

酒
巻
俊
雄
＝
龍
田
節
編
（
森
淳
二
朗
執
筆
）『
逐
条
解
説
会
社
法
第
2
巻
株
式
・
1
』（
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
三
頁
。

（
43
）　

相
澤
哲
＝
葉
玉
匡
美
＝
郡
谷
大
輔
『
論
点
解
説　

新
・
会
社
法
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
六
年
）
一
一
頁
。

（
44
）　

江
頭
憲
治
郎
＝
門
口
正
人
編
（
葉
玉
匡
美
執
筆
）『
会
社
法
大
系
第
1
巻
』（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
一
一
一
頁
。

（
45
）　https://w

w
w

.euglena.jp/new
s/20210805-2/

（
46
）　

江
頭
憲
治
郎
編
（
江
頭
憲
治
郎
執
筆
）『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
1
総
則　

設
立
［
1
］』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
八
年
）
八
八
頁
。

（
47
）　

江
頭
・
前
掲
株
式
会
社
法
二
三
、
二
四
頁
。

（
48
）　

中
村
直
人
「
公
開
会
社
法
の
今
後
の
進
展
―
持
続
可
能
な
世
界
の
構
築
の
た
め
に
」『
公
開
会
社
法
と
資
本
市
場
の
法
理
（
上
村
達

男
先
生
古
稀
記
念
）』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
九
年
）
二
九
頁
。

（
49
）　

神
田
秀
樹
＝
久
保
田
安
彦
「
対
談　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
深
く
理
解
す
る
」
商
事
法
務
二
三
〇
二
号
（
二
〇
二
二
年
）
二
七
頁

〔
神
田
発
言
〕。

（
50
）　

宮
島
・
前
掲
会
社
法
一
二
〇
、
一
二
一
頁
。
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（
51
）　https://w

w
w

.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/tosin/20220613/01.pdf
（
52
）　

田
中
亘
「
株
主
第
一
主
義
の
合
理
性
と
限
界
（
下
）」
法
律
時
報
九
二
巻
七
号
（
二
〇
二
〇
年
）
八
五
頁
。

（
53
）　

松
元
暢
子
「
会
社
の
目
的
」
法
学
教
室
四
九
三
号
（
二
〇
二
一
年
）
一
四
頁
。

（
54
）　

高
橋
真
弓
「
営
利
法
人
形
態
に
よ
る
社
会
的
企
業
の
法
的
課
題
（
2
・
完
）
―
英
米
に
お
け
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
法
人
の
検
討
と
日

本
法
へ
の
示
唆
―
」
一
橋
法
学
一
五
巻
三
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
九
一
頁
。

（
55
）　

近
澤
涼
＝
川
本
健
「
上
場
会
社
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
化
の
可
能
性
（
下
）」
商
事
法
務
メ
ル
マ
ガ
Ｓ
Ｈ
四
〇
五

六
号
（
二
〇
二
二
年
）
四
頁
。
な
お
、
澤
口
実
＝
中
尾
匡
利
「
上
場
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
増
加
と
日
本
法
へ
の
示
唆
」

商
事
法
務
二
三
一
〇
号
（
二
〇
二
二
年
）
九
、
一
〇
頁
は
、
わ
が
国
現
行
会
社
法
に
、
取
締
役
が
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
や
公
益
に
配
慮
す

る
明
文
の
規
定
が
な
い
以
上
、
一
定
の
不
確
実
性
が
残
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
一
定
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効
果
を
期
待
す
る
企
業
に

と
っ
て
も
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
認
証
よ
り
も
立
法
に
よ
り
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
す
る
。

（
56
）　Supra note 27‌ at 212.

（
57
）　https://w

w
w

.bcorpbeauty.org/

（
58
）　

石
川
真
衣
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
国
際
比
較
」
報
告　

フ
ラ
ン
ス

法
」
拓
殖
大
学
経
営
経
理
研
究
一
二
三
号
（
二
〇
二
三
年
）
掲
載
予
定
。
石
川
真
衣
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
め
ぐ
る
フ

ラ
ン
ス
企
業
法
制
の
最
新
動
向
―
2‌

0‌

1‌

9
年
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
法
と
そ
の
後
―
」
商
事
法
務
二
三
〇
〇
号
（
二
〇
二
二
年
）
二
四
頁
以
下
。

（
59
）　

林
欣
蓉
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
国
際
比
較
」　

台
湾
法
」
拓
殖
大
学

経
営
経
理
研
究
一
二
三
号
（
二
〇
二
三
年
）
掲
載
予
定
。

（
60
）　

神
田
発
言
・
前
掲
対
談
二
六
頁
。




